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１ 料金改定の概要

2



１-1．料金改定の概要
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車種区分 旧料金 新料金

軽・二輪
名古屋線：780円

尾北線：370円

290円～1,110円

普通車 290円～1,320円

中型車 290円～1,530円

大型車 名古屋線：1,570円
尾北線： 730円

300円～2,010円

特大車 310円～3,160円

新たな料金体系の概要

【名古屋高速道路の新料金】

※非ETC車は、原則として入口からご利用いただける最大距離の料金となります。

○令和3年5月1日、名二環(名古屋西JCT～飛島JCT)の開通に合わせ、均一料金制から
利用距離に応じた対距離制へ移行

均一料金(名高速、名二環)

・均一料金制から対距離料金制
・２車種区分から５車種区分へ
・料金圏（名古屋線・尾北線）の廃止
・割引きの見直し

名古屋線
780円

尾北線
370円

普通車料金

新
規
開
通
区
間

料金圏（料金改定前）
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１-2．経路によらない同一料金の導入
都心部への分散流入

起終点を基本とした継ぎ目のない料金

都心環状線の出口までご利用いただいた場合、起終点間の最短距離を基本とした料金に引き下げます。

名二環をご利用した場合に不利な料金にならないよう、経路によらず起終点間の最短距離を基本とした料金に引き下げます。

名古屋都心流入割引

名二環迂回料金



２ 名古屋高速道路の現状
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（万台／日）
交通量の月別平均
交通量の移動平均

R2年度R元年度H30年度H29年度 R3年度

R2.3
新型コロナウィルス

感染症の感染拡大

R3.5
料金改定

271,600台
（+2.0％）

276,100台
（+1.7％）

273,200台
（▲1.1％）

236,100台
（▲13.6 ％）

252,000台
（+6.7 ％）

前年度との比較を可能とするため、料金改定前（～R3.4）の通行台数を
推計値（料金圏撤廃と仮定）として計算

2-1．名古屋高速の交通状況（利用交通量）

利用交通量の推移

R4年度

268,000台
（+6.3 ％）

緊急事態宣言
まん延防止等重点措置
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○新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、令和２年３月頃より交通量が大きく減少
○コロナ禍の令和3年5月に、料金改定を実施
○交通量は徐々に回復しており、令和4年度(11月まで)は令和元年度の９８％の水準
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（
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全線の平均渋滞量（平日）

都心環状線 大高線 一宮線 小牧線 その他路線 合計

P.72-2. 名古屋高速の交通状況（渋滞）
○令和2年度以降、コロナ禍における交通量の減少に伴い、渋滞量は大きく減少
○渋滞量は増えつつあるものの、令和元年度よりは少ない状況

渋滞量

7
※渋滞量：渋滞長(時速30km以下の区間長)と発生時間の積（事故渋滞、工事渋滞を除く）



P.8

8

2-3. ETC利用率の推移
○料金改定以降、ETC利用率は高くなり、約96%に達している
○他高速の料金改定時の変化と比較しても同程度の増加率となっている

ETC利用率の推移

（参考）
他高速の料金改定時との比較 首都(1.6pt増)

H28.4距離別→対距離料金
阪神(1.7pt増)
H29.6距離別→対距離料金

名古屋(1.8pt増)
R3.5均一→対距離料金

料金改定前 料金改定後

：車載器助成キャンペーン実施期間



① 収益の状況（令和3年度）
道路料金収入等による収益 ：652億円 （R3-R2) 25億円減少

② 費用の状況（令和3年度）
道路管理費等による費用 ：652億円 （R3-R2) 25億円減少
ア 道路管理費など ：（R3-R2)11億円増加
イ 借入金利息 ：（R3-R2)   4億円減少
ウ 借入金の返済（償還準備金繰入）：収益・費用の状況により（R3-R2) 33億円減少

（注）端数処理の関係上、計及び前年度比において合わないことがある。

2-4．名古屋高速の経営状況（令和元年度～３年度）

費用収益

9

損益計算書の概要



2-5．名古屋高速の経営状況（令和３年度決算）

46.2%
（償還率）

令和３年度末の営業中道路の投資済額1兆6,784億
円は、交付金※を除き借入金及び出資金で賄っている。
令和３年度末の償還準備金（借入金の返済に充てた
償還準備金繰入の累計額）は7,719億円（計画額
7,680億円）で、計画を上回っている。

令和３年度の償還率（償還対象額に対する償還準備金の比率）の状況

※交付金は「資産見返交付金」であり、関連街路分担金に対す
る一定の補助として昭和63年度まで県・市から受けた補助金
であり、償還対象外。

70億円
（交付金※）

16,784億円
（営業中道路の
投資済額）

7,719億円
（償還準備金）

―＝ ÷

（注）端数処理の関係上、計において合わないことがある。

（億円）

16,784 

7,719

8,995

0

5,000

10,000

15,000

20,000

交付金※

70

償還率

46.2%

償還準備金

営業中道路
の未償還額

営業中道路
の投資済額

○これまでの営業中道路の投資済額は1兆6,784億円
○そのうち、償還準備金として7,719億円を計上しており、償還率は46.2%
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３ 料金改定後の交通状況等
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3-1．料金改定後の交通状況
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名古屋高速の短距離利用が増加（P.13）

旧料金圏を跨ぐ利用が増加し、一般道の交通が円滑化（P.14）

名二環開通により、名古屋市内に向かう交通や名古屋市内を通過する交通が分散（P.15）

経路によらない同一料金の導入により、高速道路の利用が分散（P.16）

高速道路と一般道の渋滞が緩和（P.17、18）

○料金改定及び名二環のネットワーク整備により、高速道路がより賢く使われている効果を確認
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○新料金の導入により、対距離制移行後の交通量は、移行前と比較して０.５万台/日増加
○短距離利用(～１５km)については、値下がりとなり、交通量が０.５万台/日増加
○長距離利用(１５km～)については、値上がりとなる旧料金圏内々利用(名古屋線)は交通量が減

少するものの、旧料金圏を跨いでの利用(尾北線⇔名古屋線)は値下がりとなるため、交通量が増加
し、長距離利用全体では０.１万台/日減少

＋1.7%

3-2．距離別の交通量の変化



○料金圏の撤廃により、旧名古屋線(楠線)と旧尾北線(小牧線)を連続利用する交通の割合が
増加することで、名高速へ交通が転換し、一般道の交通量が約６%減少

○国道４１号上り方向の朝ピーク時の所要時間は約２分短縮

14

旧尾北線

旧名古屋線

3-3．料金圏撤廃の効果・一般道への影響
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○令和3年5月に開通した名二環(名古屋西JCT～飛島JCT)の交通量は令和4年3月時点で
約2.3万台/日

通過交通が名古屋高速から名二環に転換

都心部に流入する交通が
名古屋高速から名二環に分散

3-4．名二環開通による交通の変化
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○経路によらない同一料金の導入により、名高速経由の経路の割合が約4%減少、
東海環状自動車道および伊勢湾岸道経由の経路の割合が約5%増加

○名高速渋滞時は、名二環経由の経路の割合が約14%減少、
伊勢湾岸道および東海環状自動車道経由の経路の割合が約14%増加

3-5．経路によらない同一料金の導入による交通の変化



○新料金の導入や名二環(名古屋西JCT～飛島JCT)の開通により、名二環内側の高速道路
における渋滞損失時間は約２%減少、一般道は約７%減少

17

3-6．渋滞状況の変化［名二環内側］
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○新料金の導入や名二環(名古屋西JCT～飛島JCT)の開通により、名古屋高速都心環状線の
渋滞損失時間は約３%減少、都心環状線内側の一般道は約１０%減少

3-7．渋滞状況の変化［都心環状線内側］
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R4.10.22(土)～R4.10.30(日) 大高線南行き終日通行止

3-8．リフレッシュ工事における料金調整
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伊勢湾岸道へのご利用

○対距離料金制の導入により、工事通行止め区間を迂回した際に、通常時よりも料金が高くなる
場合が発生

○リフレッシュ工事期間中、迂回利用者に対し、大高線を利用した料金よりも高くならないように、
一部ルートにおいて料金調整を実施

知多半島連絡路へのご利用

37,200
→0

+1,800
(1.2倍)

+1,700
(1.2倍)

+5,100
(1.4倍)

+8,200
(2.2倍)

+1,100
(1.9倍)

+2,700
(1.6倍)

(台/日)
交通量の変化

【トラフックカウンター値での比較】
工事前：2022.10.17(月)7時～22(土)7時の平均値
工事中：2022.10.24(月)7時～29(土) 7時の平均値

清洲JCT 楠JCT

高針JCT

東海JCT

東海新宝出口

西
知
多
連
絡
路

工事前 299,100

工事中 285,300

差
(比率)

▲13,800
(0.95倍)

利用交通量(台/日)

【料金所通行台数での比較】
工事前：2022.10.17(月)～21(金)の平均値
工事中：2022.10.24(月)～28(金)の平均値

名神高速

東名高速

名
二
環

名
二
環

知
多
半
島
道
路

伊勢湾岸
自動車道

大高線走行料金
に調整

大高線走行料金
に調整

料金調整
適用台数 1,800(台/日)

3-9．リフレッシュ工事における料金調整



3-9．リフレッシュ工事アンケート

21

条件：運転免許保有者
過去３ヶ月以内に名古屋高速３号大高線南行き（鶴舞南JCT～名古屋南JCT）を利用した方

対象：１,５００サンプル（Webモニターアンケート）

速報値

料金調整が実施されて
いたことを知っていた方は
約５５％

リフレッシュ工事の際、迂
回路として、料金調整さ
れる経路を選択する方は
約３２％

15.8% 39.3% 44.9%

31.9% 18.3% 28.5% 10.6% 9.8%

料金調整の認知度

料金調整による行動変化

15.8% 39.3% 44.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施することも料金調整の対象となるルートも知っていた
実施することは知っていたが、料金調整の対象となるルートは知らなかった
全く知らなかった（このアンケートで初めて知った）

約55％

31.9% 18.3% 28.5% 10.6% 9.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

料金調整がある場合は、料金調整が適用される経路を利用する
料金調整の有無に関わらず、距離が最短となる経路を利用する
料金調整の有無に関わらず、混雑していない経路を利用する
料金調整の有無に関わらず、一般道を利用する
料金調整の有無に関わらず、自動車の利用を控える
その他

（注）端数処理の関係上、計において合わないことがある。



４ 料金改定に関する広報・アンケート調査
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○料金改定に向けて、様々な媒体を活用し段階的に広報を強化

広告媒体等 実施内容 R2.4～6 R2.7～9 R2.10～12 R3.1～3 R3.4 R3.5～

公式WEBサイト R2.4立ち上げ

SNS Twitter
Facebook

マスメディア
新聞広告 地方紙6回
ラジオCM 中京圏:480本

インター
ネット

ＪＡＲＴＩＣ
バナー広告 3ヶ月

スマートニュース
バナー広告 1ヶ月

紙媒体

リーフレット 210,000部
ポスター 2,400部
チラシ

（現金車向け） 160,000部
ガイドブック 17,000部

高速道路上広報物
（横断幕・立看板・懸垂幕

(一般道含む)）

横断幕・懸垂幕
約100箇所

立看板約450枚
自治体広報誌

(広報あいち・広報なごや等の
主な沿線市町)

名古屋商工会議所会報
約150万部

コンビニポスター 2ヶ月

料金改定

横断幕HPバナー

4-1．料金改定に向けた広報
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○料金改定後も広報を継続しつつ、内容を見直しながら追加するなど周知を強化

・ガイドブックの増刷・改訂
（増刷 0.2万部、改訂版 約1万部）

・自治体広報誌への掲載
（広報なごや等 約120万部）

・各地域に合わせた広報チラシの配架
（一宮市内各施設（市役所、138タワー等）、
NEXCOのPA（川島PA、内津峠PA等））

・地域イベントでの周知
ネックス・プラザフェスティバル
名古屋まつり
設立50周年パネル展
（金山総合駅、名古屋都市センター）等

・情報冊子「naco」の発刊・掲載
（約1万部）

・PR動画（作成中）
（YouTube等へ投稿予定）

広報なごや９月号
ガイドブック

情報冊子「naco」

イベントでの周知

4-2．料金改定後の主な広報
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4-3．アンケート調査

第16回名古屋高速道路起終点調査
・実施主体：名古屋高速道路公社
・調査期間：2021(令和3)年10月3日～11月30日
・調査対象：2021(令和3)年9月から11月に名古屋高速を利用した方
・調査方法：公社HP特設サイト、WEBモニター
・回答者数：約7,000サンプル

料金改定後に実施した
主なアンケート調査

2022年度お客様満足度調査
・実施主体：名古屋高速道路公社
・調査期間：2022(令和4)年 9月15日～10月14日
・調査対象：過去１年以内に自ら運転し、名古屋高速を利用した方
・調査方法：調査票、公社HP特設サイト
・回答者数：約9,000サンプル

令和４年度第３回市政アンケート（名古屋市）
・実施主体：名古屋市
・調査期間：2022(令和4)年11月1日～11月15日
・調査対象：18歳以上の市民（2,000人を無作為抽出）
・調査方法：郵送
・回答者数：約1,000サンプル

2021年度お客様満足度調査
・実施主体：名古屋高速道路公社
・調査期間：2021(令和3)年9月16日～10月15日
・調査対象：過去１年以内に自ら運転し、名古屋高速を利用した方
・調査方法：調査票、公社HP特設サイト
・回答者数：約11,000サンプル

速報値



4-4．アンケート調査(認知度)

料金改定の認知度

75.6%

22.6%

19.2%

25.2%

17.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

対距離料金制の導入

車種区分の変更
（2車種→5車種）

料金圏（名古屋線・尾北線）の廃止

現金車の最大料金

知らなかった

N=8,619（※複数回答）

2022年度お客様満足度調査
調査期間 ： 令和4年 9月15日(木)～10月14日(金)
調査対象 ： 過去１年以内に自ら運転し、名古屋高速を利用した方

調査方法 ： 調査票、公社HP特設サイト
回答者数 ： 8,711サンプル

速報値
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2022年度お客様満足度調査
○名古屋高速利用者の対距離料金制の導入の認知度は約76％
○車種区分や料金圏の廃止など具体的な内容の認知度は20～25％程度
○料金改定を知らなかった利用者は約18％



21.3% 7.5% 11.7% 59.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

CS調査

利用頻度も利用区間も変化があった 利用頻度のみ変化した 利用区間のみ変化した いずれも変化なし

○ 料金改定によって行動変更した利用者は約41％
○ 利用区間の変化の内容は、一般道から名高速へ転換した方が約36％、名二環等との併用が

増えた方が約32％、利用区間が短くなった方が約44％

行動の変化

料金改定によって行動を変更

4-5．アンケート調査(行動変化)

調査方法 ： 調査票、公社HP特設サイト
回答者数 ： 8,711サンプル

【参考】利用区間の変化の内容

N=6414

2022年度お客様満足度調査
調査期間 ： 令和4年 9月15日(木)～10月14日(金)
調査対象 ： 過去１年以内に自ら運転し、名古屋高速を利用した方

速報値

35.5%

31.7%

43.7%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

これまで一般道を利用していた区間を、
名古屋高速を利用するようになった

名二環等の他の高速道路と併用するようになった、
併用する頻度が増えた

料金を考えて利用区間が短くなった

その他

N=2117（※複数回答）

約41％



自分の運転で車を
利用する
58.1%他の人の運転する車に同乗す

る（バス、タクシーを除く）
16.1%

バス、タクシーのみ利用する
8.3%

車を利用しない
14.8%

無回答
2.7%

N=918
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○名古屋市民の料金改定の認知度は約42％
○料金改定を知っていた方の、対距離制導入の認知度は約85％
○車種区分や料金圏の廃止など具体的な内容の認知度は10～35％程度

4-6．アンケート調査(認知度)

市政アンケート
調査期間 ： 令和4年11月1日(火)～11月15日(火)
調査対象 ： 18歳以上の市民（2,000人を無作為抽出）

調査方法 ： 郵送
回答者数 ： 918サンプル

名古屋高速の利用

車の利用

料金改定の認知度

利用する
61.8%

利用しない
36.2%

無回答
2.0%

N=757
○「令和４年度第3回市政アンケート(調査結果)」より名古屋高速道路公社にてグラフ作成

令和４年度第３回市政アンケート（名古屋市）

名古屋高速の利用頻度
ほとんど毎日

3.2%
週に数日程度

7.5%

週に１日程度

8.5%

月に１日程度

23.3%

２～３ヶ月に１日程度

26.7%

年に１～２日程度

25.9%

数年に１～２日程度

4.9%

N=468

85.3 

12.4 

14.7 

34.3 

14.9 

15.2 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対距離料金制を導入したこと

車種区分を２車種（普通車、大型車）から、５車種（軽・二輪、普通車、

中型車、大型車、特大車）に

変更したこと

料金改定前にあった尾北線（小牧線・一宮線）と名古屋線（名二環の内側）という別料金の料金圏を廃止したこと

現金で利用する車の料金は、ＥＴＣ利用車より高い、または同額となる

（入口からご利用いただける最大距離の料金となる）こと

経路によらず起終点間の最短距離を基本とする料金（名二環迂回料金、

名古屋都心流入割引）を導入したこと

名二環などの高速道路と距離あたりの料金単価が同じになったこと

特にない

N = 388
(※複数回答)

対距離料金制の導入

車種区分の変更
(2車種→5車種)

料金圏(名古屋線/尾北線)
の廃止

現金車の最大料金

特にない
無回答

名二環等の高速道路と
料金水準の統一

経路によらない同一料金

知っていた
42.3%

知らなかった
55.8%

無回答
2.0%

N=918



５ 今後の取り組み
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P.30
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5-1．国土幹線道路部会 中間答申(一部抜粋)

高速道路を持続的に利用する枠組み

令和3年8月4日公表

社会資本審議会 道路分科会 国土幹線道路部会 中間答申（一部抜粋）



P.31
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5-2．国土幹線道路部会 中間答申(一部抜粋)／名高速の今後の考え方

○R3.8.4社会資本整備審議会 道路分科会
国土幹線道路部会 中間答申を名古屋高速道路公社にて一部加工

速やかに実現すべき料金制度のあり方

大都市圏料金

名古屋高速道路公社の今後の考え方

○引き続き、料金改定の効果について分析・評価を行う
○『料金の賢い3原則』等を踏まえ、国における議論や他の高速道路の動向も注視
しつつ、お客様に満足していただける、より高いサービス水準を目指して料金施策の
検討を行う


